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一
、
は
じ
め
に

0
キ
ー
ワ
ー
ド
11
表
白
付
説
教
書
・
諸
事
表
白
・
文
章
構
成
・
文
体

『

暉

亨

李

自

』

ぞ

文

寧

輝

成

と

文

体

平
安
・
鎌
倉
時
代
に
作
製
さ
れ
た
表
白
文
は
、
単
独
で
収
ま
る
も
の
以

外
に
、
漢
詩
文
集
・
表
白
集
所
収
の
も
の
、
或
い
は
作
法
・
次
第
の
中
に

位
置
づ
け
ら
れ
る
も
の
、
ま
た
軍
記
物
等
に
引
用
さ
れ
る
も
の
、
と
い
っ

た
具
合
に
そ
の
収
録
状
況
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
（
注

1

)

0

鎌
倉
時
代
の
法
会
に
お
け
る
説
法
の
中
に
あ
っ
て
、
こ
の
表
白
は
特
に

重
要
な
要
素
で
あ
っ
た
こ
と
、
安
居
院
流
唱
導
書
の
一
で
あ
る
、
信
承
法

印
撰
「
法
則
集
』
に
、

〇
凡
説
法
者
総
三
段
也
。
表
白
。
正
釈
。
施
主
段
也
。

と
記
す
如
く
で
あ
る
。

か
つ
て
筆
者
は
、
こ
の
よ
う
な
表
白
文
を
含
む
説
法
の
書
を
「
表
白
付

説
教
書
（
ひ
ょ
う
び
や
く
つ
き
せ
っ
き
ょ
う
し
ょ
）
」
と
呼
称
し
、
そ
の
文
章
構
成
を
整
理
・

把
握
し
、
表
白
部
と
正
釈
部
と
の
間
に
文
体
上
の
断
層
が
観
察
さ
れ
る
こ

と
、
ま
た
正
釈
部
の
中
で
も
説
教
部
と
説
話
部
と
で
は
文
体
差
の
認
め
ら

れ
る
こ
と
な
ど
を
明
ら
か
に
し
た
§
2
)

。
そ
こ
で
は
、
山
口
光
円
氏
蔵
『

草
案
集
』
を
中
心
に
取
り
上
げ
、
醍
醐
寺
本
『
薬
師
』
甲
乙
二
本
、
金
沢

山
本
盲
六
五
口

文
庫
本
『
仏
教
説
話
集
』
を
補
助
資
料
と
し
て
用
い
、
そ
こ
に
共
通
し
て

認
め
ら
れ
る
文
体
的
特
徴
を
記
述
し
た
の
で
あ
っ
た
。

本
稿
で
取
り
上
げ
る
日
光
輪
王
寺
蔵
『
諸
事
表
白
』
も
、
ま
た
こ
の
表

白
付
説
教
書
の
一
と
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
、
次
に
詳
し

＜
述
べ
る
よ
う
に
、
本
書
の
場
合
、
施
主
段
が
強
調
特
立
さ
れ
た
結
果
と

思
し
い
、
「
施
主
分
」
と
題
さ
れ
る
文
章
が
配
置
さ
れ
る
の
で
あ
っ
て
、

『
法
則
集
』
に
言
う
、
表
白
・
正
釈
・
施
主
段
の
三
部
を
完
備
し
た
も
の

が
複
数
篇
収
録
さ
れ
て
い
る
。
国
語
資
料
と
し
て
の
『
諸
事
表
白
』
は
、

『
草
案
集
』
に
勝
る
と
も
劣
ら
な
い
価
値
を
有
す
る
と
判
ぜ
ら
れ
る
の
で

あ
っ
て
、
夙
に
中
世
語
研
究
の
方
面
か
ら
注
目
を
あ
つ
め
て
き
た
文
献
で

あ
る
（
注
3
)

。
前
稿
で
は
、
こ
の
『
諸
事
表
白
』
を
対
象
と
し
て
考
察
す
る

こ
と
が
諸
般
の
事
情
で
叶
わ
な
か
っ
た
の
で
、
こ
こ
に
『
諸
事
表
白
』
の

文
章
構
成
を
観
察
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
部
分
で
文
体
が
ど
の
よ
う
に
異
な
る

か
に
つ
い
て
考
究
し
て
み
た
い
。
特
に
施
主
分
部
の
文
体
が
表
白
部
や
正

釈
部
と
ど
の
よ
う
に
重
な
り
合
う
か
、
ま
た
ど
の
よ
う
に
異
な
る
か
に
つ

い
て
の
問
題
は
、
今
回
初
め
て
具
体
的
な
考
察
が
可
能
と
な
っ
た
も
の
で

あ
る
。
ま
た
一
方
、
表
白
部
と
正
釈
部
に
つ
い
て
は
、
こ
の
稿
で
新
た
な

文
献
を
追
加
す
る
こ
と
で
、
前
稿
の
所
論
の
妥
当
性
を
確
認
す
る
作
業
も

兼
ね
る
こ
と
に
な
る
と
思
う
。
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二、

『
諸
事
表
白
』
の
文
章
構
成

『
草
案
集
』
で
は
、
説
法
の
、
表
白
・
正
釈
・
施
主
段
の
三
部
構
成
を

崩
し
て
、
前
半
に
表
白
数
篇
を
纏
め
て
配
置
す
る
と
い
っ
た
改
編
の
方
向

を
と
っ
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
の
に
対
し
て
、
『
諸
事
表
白
』
の
場
合
は
、

概
し
て
実
際
に
行
な
わ
れ
た
説
法
の
記
録
を
現
場
に
即
し
た
形
で
複
数
収

録
し
た
も
の
と
判
断
さ
れ
る
。
こ
の
複
数
篇
相
互
の
関
係
、
配
列
順
序
に

は
こ
れ
と
い
っ
た
原
則
は
見
出
し
難
く
、
雑
纂
形
態
と
で
も
呼
び
得
る
も

の
で
あ
る
。

本
文
献
に
は
、
都
合
九
つ
の
法
会
の
記
録
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
う
ち
、
三
部
構
成
を
完
備
し
、
表
白
↓
正
釈
↓
施
主
段
の
順
に
配

置
さ
れ
て
い
る
も
の
は
、
第
三
•
第
四
•
第
六
の
計
三
篇
で
あ
る
。

第
三
篇
「
仙
雲
法
印
五
七
日
不
動
」
の
場
合
、
「
恭
敬
〇
云
々
」
（

一
ー
ウ
6
)
か
ら
「
具
ナ
ル
旨
奉
ル
任
ぎ
三
賓
ノ
知
見
子
」
(
-
五
オ
2
)
ま

で
が
、
冒
頭
・
末
尾
の
表
現
形
式
か
ら
、
表
白
部
に
相
当
す
る
と
判
断
さ

れ
る
。
原
文
改
行
し
て
「
此
ノ
尊
＂
五
大
明
王
之
上
首
き
」
(
-
五
オ

3
)

以
下
「
聖
璽
ノ
得
脱
元
疑
」
（
二

0
ウ
1
)
ま
で
が
、
不
動
明
王
の
利
益

を
説
い
た
正
釈
部
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
施
主
段
は
、
「
施

主
分
」
と
見
出
し
さ
れ
た
箇
所
（
二

0
ウ
2
)
か
ら
始
ま
る
と
見
ら
れ
、

以
下
「
乃
至
法
界
平
等
利
益
仰
承
乞
了
」
（
二
五
オ
4
)
ま
で
続
く
。

『
草
案
集
』
の
場
合
、
施
主
の
こ
と
を
説
い
た
部
分
は
、
僅
か
一
、
二
行

に
す
ぎ
ず
、
正
釈
部
に
含
ま
れ
て
説
か
れ
る
の
に
対
し
て
、
『
諸
事
表
白
』

『
沙
石
集
』
巻
第
八
（
二
三
）

で
は
、
こ
れ
を
強
調
し
、

目
さ
れ
る
。

こ
の
「
施
主
分
」
と
い
う
呼
称
は
、

歯
取
ラ
ル
ヽ
事
」
に
見
え
、

0
宇
治
ノ
平
等
院
建
立
シ
、
阿
弥
〔
陀
〕
堂
供
養
ノ
ア
リ
ケ
ル
ニ
、
山
僧

ニ
ナ
ニ
ガ
シ
ノ
阿
閤
梨
ト
カ
ヤ
貴
キ
聞
ア
ル
ヲ
、
御
堂
導
師
一
＿
請
ジ
給

ヘ
ル
ニ
、
絢
却
鉗
二
、
「
此
御
堂
造
立
ノ
故
二
地
獄
二
落
チ
サ
セ
給
ハ

ム
事
コ
ソ
浅
猿
ク
侍
レ
」
ト
シ
タ
リ
ケ
レ
バ
、
聴
聞
ノ
人
々
マ
デ
モ
興

サ
メ
テ
思
ケ
ル
ニ
（
以
下
略
）
（
岩
波
古
典
文
学
大
系
三
六
二
頁
）

と
あ
る
こ
と
か
ら
、
天
台
宗
山
門
の
僧
に
よ
っ
て
、
平
安
時
代
後
期
に
は
、

「
施
主
分
」
の
行
な
わ
れ
た
ら
し
い
こ
と
が
知
ら
れ
る
匡
4
)

。
安
居
院
流

の
説
法
で
は
、
こ
の
「
施
主
分
」
は
、
殊
の
外
尊
重
さ
れ
た
ら
し
く
、
訛

引
の
『
法
則
集
』
に
も
、

〇
施
主
分
事
。
佛
説
ノ
悉
檀
赴
機
／
本
説
ト
ス
。
施
主
ノ
為
随
喜
渇
仰
ノ
信
力
。

佛
法
＿
一
赴
ク
ャ
ウ
ニ
ス
ヘ
キ
ナ
リ
（
中
略
）
施
主
得
信
仰
ー
。
随
喜
之
善

根
極
タ
ル
施
主
分
ノ
大
事
ノ
習
事
ニ
テ
ハ
ア
ル
也

と
あ
る
。
尚
、
こ
の
「
施
主
分
」
の
本
文
を
有
す
る
文
献
と
し
て
は
、
大

谷
大
学
蔵
『
言
泉
集
』
及
び
実
蔵
坊
真
如
蔵
『
言
泉
集
』
を
挙
げ
，
る
こ
と

が
で
き
る
が
、
い
ず
れ
も
近
世
の
転
写
本
で
あ
る
。

こ
の
第
三
篇
と
同
様
に
、
表
白
部
↓
正
釈
部
↓
施
主
分
部
の
三
部
構
成

を
完
備
し
て
い
る
も
の
の
類
別
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

第
四
篇
11
表
白
部
ー
ニ
五
オ
7
S
二
七
ウ
7

正
釈
部
ー
ニ
八
オ

1
S
四
四
オ
2

「
施
主
分
」
と
題
し
て
特
立
し
て
い
る
点
が
注
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施
主
分
部
ー
四
四
オ

4
S五
一
ウ
ー

第
六
篇
11
表
白
部
ー
八
0
ウ
4
S
八
三
ウ
7

正
釈
部
ー
八
四
オ

2
S九
一
ウ
ー

施
主
分
部
ー
九
一
ウ
3
S
九
八
ウ
7

次
に
三
段
を
完
備
し
て
い
な
い
篇
の
文
章
構
成
を
蜆
察
す
る
。

ま
ず
、
三
段
の
う
ち
そ
の
一
を
欠
＜
―
-
段
よ
り
成
る
も
の
は
、
第
五
・

第
八
•
第
九
の
三
篇
で
あ
る
。
第
五
篇
は
、
冒
頭
「
被
レ
圃
綸
供
養
込
和
へ

I
J

」

（
五
一
ウ
3
)
か
ら
「
其
義
甚
深
＿
一
覺
へ
候
」
（
七

0
ウ
7
)
ま
で
は
、
一

品
経
・
釈
迦
三
尊
に
つ
い
て
講
釈
し
た
も
の
で
あ
り
、
正
釈
部
と
見
ら
れ

る
。
次
に
「
施
主
分
」
（
七
一
オ
1
)
と
題
さ
れ
、
「
仰
承
乞
了
」
（
八

0
ウ
2
)
ま
で
続
く
が
、
こ
れ
は
施
主
分
部
と
認
め
ら
れ
よ
う
。
こ
の
よ

う
に
第
五
篇
は
、
表
白
部
を
欠
き
正
釈
部
と
施
主
分
部
の
二
段
よ
り
成
る
。

次
に
、
第
八
篇
は
、
冒
頭
「
敬
白
」

(
1
0九
オ
2
)
以
下
「
善
願
J

旨
趣
存
ル
ー
略
グ
如
此
一
了
」
(
―

1
0ウ
5
)
ま
で
が
表
白
部
で
あ
り
、
改

行
し
て
「
施
主
分
」
(
―

1
0ウ
6
)
と
見
出
し
さ
れ
る
箇
所
か
ら
「
乃

至
云
々
」
(
-
―
六
ウ
5
)
ま
で
は
施
主
分
部
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
正

釈
部
を
欠
き
表
白
部
と
施
主
分
部
の
二
段
よ
り
成
る
も
の
と
把
握
さ
れ
る
。

最
後
第
九
篇
は
、
末
尾
を
欠
い
て
い
て
正
釈
部
の
中
途
で
文
章
が
切
れ
て

い
る
。
「
謹
敬
」
(
-
―
六
ウ
7
)
以
下
「
委
旨
ハ
為
被
載
御
願
文
三

」
(
―
二

0
オ
3
)
ま
で
が
表
白
部
、
続
く
「
今
此
地
蔵
菩
薩
＿
一
惣
別
之
功

徳
御
ヘ
シ
」
以
下
、
巻
末
ま
で
地
蔵
菩
薩
の
功
徳
を
説
く
文
章
が
置
か
れ
、

正
釈
部
と
見
ら
れ
る
。
第
九
篇
の
構
成
は
巻
末
を
欠
い
て
い
る
た
め
未
詳

と
す
べ
き
で
あ
る
が
、
便
宜
上
二
部
構
成
と
し
て
お
く
。

残
り
、
第
一
篇
は
表
白
部
の
み
よ
り
成
る
も
の
で
あ
り
、
第
二
篇
と
第

七
篇
は
、
い
ず
れ
も
「
施
主
分
」
の
見
出
し
が
冒
頭
に
置
か
れ
る
も
の
で

あ
り
、
施
主
分
部
単
独
で
構
成
さ
れ
る
篇
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
、
『
諸
事
表
白
』
所
収
の
都
合
九
篇
の
文
章
構
成
を
見
て
き
た
。

表
白
↓
正
釈
↓
施
主
分
の
三
段
の
配
列
順
序
は
、
三
部
完
備
の
も
の
は
も

と
よ
り
、
そ
の
一
を
欠
く
一
一
部
の
み
の
篇
も
、
い
ず
れ
も
例
外
無
く
こ
の

順
に
即
し
て
お
り
、
正
釈
の
次
に
表
白
が
置
か
れ
た
り
、
施
主
分
の
次
に

正
釈
が
配
置
さ
れ
た
り
す
る
こ
と
は
無
い
。
此
の
事
実
は
、
ま
た
本
書
の

文
章
構
成
を
信
承
法
印
撰
『
法
則
集
』
に
準
拠
し
て
把
握
す
る
こ
と
の
妥

当
性
を
裏
付
け
る
こ
と
と
も
な
ろ
う
。

な
お
、
右
の
正
釈
部
と
施
主
分
部
に
は
、
仏
・
経
の
功
徳
を
説
い
た
説

教
の
み
な
ら
ず
、
ま
ま
説
話
が
例
話
と
し
て
引
か
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
従

っ
て
、
『
草
案
集
』
と
同
様
に
、
さ
ら
に
そ
の
内
部
を
説
教
部
と
説
話
部

と
に
分
け
る
こ
と
が
可
能
の
よ
う
で
あ
る
。
本
書
の
説
話
部
の
所
在
に
つ

い
て
は
、
旧
稿
（
注
5
)

に
示
し
て
お
い
た
の
で
、
正
釈
部
、
施
主
分
部
そ
れ

ぞ
れ
に
こ
の
説
話
部
を
除
い
た
箇
所
が
、
説
教
部
と
認
定
さ
れ
る
こ
と
に

な
る
。

『
諸
事
表
白
』
の
文
体

こ
の
項
で
は
、
『
草
案
集
』
以
下
の
諸
文
献
に
お
い
て
観
察
し
た
よ
う

に
、
①
文
字
・
表
記
面
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
11
漢
字
と
片
仮
名
と
の
混
滑
、

②
音
声
面
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
11
音
便
形
の
分
布
、
⑱
文
法
面
か
ら
の
ア
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プ
ロ
ー
チ
1
1
イ
、
文
末
表
現
の
様
相
・
ロ
、
助
動
詞
の
分
布
・
ハ
、
係
結

び
の
分
布
、
団
語
彙
面
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
11
い
わ
ゆ
る
和
文
語
・
漢
文

訓
読
語
の
分
布
、
同
敬
語
表
現
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
、
の
五
つ
の
観
点
よ

り
調
査
し
た
結
果
に
基
づ
き
、
こ
れ
ま
で
取
り
上
げ
て
き
た
『
草
案
集
』

以
下
の
文
献
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
各
部
の
特
徴
と
思
し
き
諸
点
が
、
『
諸

事
表
白
』
に
お
い
て
も
当
て
嵌
ま
る
か
否
か
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
と

し
た
い
。

い
漢
字
と
片
仮
名
の
混
滑

こ
こ
に
言
う
表
白
付
説
教
書
の
表
記
体
は
、
い
ず
れ
も
漢
字
片
仮
名
交

り
文
で
あ
る
。
混
用
さ
れ
る
片
仮
名
の
大
部
分
は
、
右
に
小
書
き
さ
れ
て

い
て
、
送
り
仮
名
や
附
属
語
の
類
が
殆
ど
で
あ
る
。
し
か
し
、
ま
ま
漢
字

と
同
じ
大
き
さ
の
仮
名
書
き
例
が
拾
わ
れ
、
こ
の
分
布
に
は
著
し
い
偏
り

が
見
ら
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
表
白
部
に
は
原
則
と
し
て
出
現
せ
ず
、
正
釈

部
に
限
っ
て
用
い
ら
れ
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

『
諸
事
表
白
』
に
つ
い
て
、
こ
の
点
に
つ
い
て
観
察
す
る
に
、

〔
表
白
部
〕

〇
恭
敬
0

云
々
今
南
贈
部
州
大
日
本
國
佛
千
櫂
少
僧
都
法
眼
和
尚
位
凝
ン

清
浄
之
誠
ヲ
b
吟
鄭
重
之
志
ヲ
＿
闘
綸
、
ン
大
聖
不
動
明
王
井
ー
一
金
伽
制
多
伽

二
童
子
ノ
像
ヲ
ー
模
寓
ン
テ
一
乗
妙
法
蓮
華
経
一
部
八
巻
無
量
義
観
普
賢
般

若
心
阿
弥
陀
経
等
溢

E
う
建
（
去
）
永
（
平
）
第
二
之
歳
季
夏
六
日
之
朝
開

キ
一
日
之
梵
席
ヲ
一
『
供
養
之
道
儀
ヲ
ー
開
眼
開
題
稽
揚
讃
歎
ン
御
ス
事
ア
I
J
(

―
一
ウ

6
、
三
11
第
三
篇
を
示
す
、
以
下
同
）

〇
善
願
旨
趣
何
者
依
テ
聖
教
云
B

唸
縁
（
去
）
起
（
平
漏
）
之
次
第
9
以
佛
法
9
案

ル
ニ
出
要
之
因
縁
ヲ
＿
（
二
六
オ
1
、
四
）

〇
但
事
ノ
之
儀
式
鄭
重
也
人
之
御
願
甚
深
也
如
シ
猪
摺
ス
ル
ヵ
金
山
ヲ
ー
以
テ

ナ
キ掘

言
9
増
サ
ム
功
徳
ノ
色
ヲ
＿
（
八
六
オ
2
、
六
）

表
白
部
の
表
記
体
は
概
ね
右
の
よ
う
で
あ
っ
て
、
や
は
り
こ
の
原
則
に

従
う
も
の
で
あ
る
。
表
白
部
に
出
現
す
る
大
字
の
仮
名
は
、
「

9
カ
ヒ
ル

サ
ナ
」
(
-
―
六
ウ
7
)
、
「
ル
サ
ナ
如
来
」
（
―
-
七
オ

1
)
の
如
き

仏
菩
薩
の
名
号
で
あ
る
点
も
『
草
案
集
』
と
同
様
で
あ
る
。

〔
正
釈
部
〕

0111身
ノ
中
慮
化
ノ
身
ノ
ア
リ
サ
マ
ヲ
申
サ
ウ
ス
ル
ニ
本
誓
悲
願
慈
悲
利
生

雀
顕
？
ナ
ム
ト
申
シ
候
者
＂
即
是
レ
候
其
ー
ー
取
テ
イ
カ
ホ
ト
ノ
功
（
平
編
）
ヲ
積

ミ
テ
ヵ
此
ノ
利
益
ぇ
預
ヵ
ラ
ウ
ス
ル
ト
申
ス
ニ
(
-
七
ウ
6
、
二
）

〇
其
時
ノ
儀
式
イ
カ
ニ
メ
テ
タ
カ
リ
ケ
ム
（
三
六
オ

5
、
四
）

〇
其
レ
ヵ
諸
経
ノ
中
ぇ
此
ノ
言
ハ
ヲ
ェ
ッ
カ
ハ
ス
シ
テ
花
厳
鰹
ぇ
法
界
唯
心
三
無

差
別
心
佛
衆
生
元
差
別
卜
云
へ
＾
一
切
衆
生
ヲ
云
歎
ト
イ
ミ
シ
ウ
思
ホ
ぇ
程
―
―

（
五
四
オ
1
、
五
）

正
釈
部
に
入
る
と
、
説
教
部
・
説
話
部
の
双
方
に
亙
っ
て
、
仮
名
書
き

自
立
語
が
漢
字
と
同
大
で
表
記
さ
れ
る
こ
と
、
他
の
表
白
付
説
絢
函
〖
の
諸

文
献
と
同
傾
向
で
あ
る
。

〔
施
主
分
部
〕

〇
殻
若
開
題
マ
タ
シ
ケ
レ
ハ
ト
テ
逗
留
益
御
ヘ
キ
事
ー
ア
ハ
候
ハ
ス
（
五
オ

7
、

二）

〇
師
孝
今
蝶
イ
カ
ニ
我
ョ

IJ

先
ー
ア
ハ
ア
ワ
タ
ヽ
シ
ウ
参
ム
ト
＾
云
フ
ソ
一
度
ー
ー
コ
ソ
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ト
云
々
（
六
ウ
4
、
二
）

0
父
料
愛
ス
ル
モ
子
ヲ
ー
先
ッ
髪
ヲ
カ
イ
ナ
テ
ヽ
イ
ト
ヲ
シ
カ
リ
モ
リ
メ
ノ
ト

ノ
タ
（
上
漏
）
キ
ソ
タ
テ
ツ
ル
モ
髪
ヲ
ソ
コ
ナ
ハ
シ
ト
ナ
テ
ヲ
ヽ
ス
事

テ
候
ソ

(
1
0
三
ウ
5
、
七
）

施
主
分
部
の
表
記
に
つ
い
て
は
、
右
に
示
し
た
よ
う
で
あ
っ
て
、
基
本

的
に
、
正
釈
部
と
同
じ
く
、
ま
ま
漢
字
と
同
大
の
片
仮
名
書
き
の
例
が
拾

わ
れ
る
。
こ
れ
は
、
『
草
案
集
』
に
お
い
て
、
施
主
段
が
正
釈
部
の
末
尾

に
数
行
程
度
添
え
ら
れ
未
分
化
で
あ
っ
た
こ
と
と
関
係
す
る
よ
う
に
解
さ

れ
る
の
で
あ
っ
て
、
施
主
段
が
特
立
さ
れ
た
「
施
主
分
」
と
題
さ
れ
る
文

章
の
表
記
体
は
正
釈
部
の
そ
れ
と
連
続
す
る
も
の
で
あ
り
、
表
白
部
と
は

異
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

図
音
便
形
の
分
布

a、
動
詞
の
音
便
形
の
分
布
状
況

『
諸
事
表
白
』
の
音
便
に
つ
い
て
は
、
既
に
『
日
光
山
「
天
海
蔵
」
主

要
古
書
解
題
』
（
昭
和
41.11)
に
も
注
意
さ
れ
て
い
る
如
く
、
豊
富
な

例
が
得
ら
れ
、
動
詞
に
つ
い
て
は
、
イ
音
便
・
ウ
音
便
・
促
音
便
・
撥
音

便
の
四
種
の
音
便
形
が
認
め
ら
れ
る
。

ア
、
イ
音
便
ー
表
白
部
3
〈O
〉
例
、
正
釈
部
11
〈4
〉
例
（
説
教
ー

3

〈2
〉
例
・
説
話
ー

8

〈2
〉
例
）
、
施
主
分
部
27
〈4
〉
例
(

説
教
1
1
3
〈1
〉
例
・
説
話
ー

14
〈3
〉
例
）

＊
〈
〉
内
の
数
字
は
非
音
便
形
の
例
数
、
以
下
同
。

0
作
IJ

置
ィ
之
ヲ
一
タ
ル
ヲ
（
四
七
オ
3
)

イ
、
ウ
音
便
ー
表
白
部
1

〈0
〉
例
、
正
釈
部
13
〈0
〉
例
（
説
教
ー

8

〈O
〉
例
・
説
話
ー

5

〈O
〉
例
）
、
施
主
分
部
12
〈O
〉
例
（

説
教
ー

10
〈O
〉
例
・
説
話
ー

2

〈O
〉
例
）

0
ヒ
コ
シ
ロ
ウ
テ
(
-
―
ニ
ウ
6
)
、
合
（
五
七
ウ
5
)

ウ
、
促
音
便
ー
表
白
部
3
〈O
〉
例
、
正
釈
部
20
〈O
〉
例
（
説
教
ー

11
〈0
〉
例
・
説
話
ー

9
〈0
〉
例
）
、
施
主
分
部
29
〈O
〉
例
（

説
教
ー

14
〈O
〉
例
・
説
話
ー

15
〈O
〉
例
）

〇
切
（
三
ウ
6
)
、
知
（
二
六
オ
7
)

エ
、
撥
音
便
ー
表
白
部
3
〈O
〉
例
、
正
釈
部
3

〈O
〉
例
（
説
教
ー

0

〈O
〉
例
・
説
話
ー

3

〈O
〉
例
）
、
施
主
分
部
4
〈O
〉
例
（

説
教
ー

2
〈O
〉
例
・
説
話
ー

2

〈O
〉
例
）

〇
悦
コ
ン
テ
（
五
六
オ
3
)
、
遊
ゾ
ム
テ
（
八
九
オ
3
)
、
愉
シ
テ
（
四
一
オ

7
)
 

『
草
案
集
』
等
に
比
べ
て
音
便
形
の
例
数
が
格
段
に
多
い
こ
と
が
知
ら

れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
非
音
便
形
の
例
数
は
少
な
く
、
文
章
構
成
の
各

部
毎
に
対
比
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

各
部
の
言
語
量
（
表
白
部
ー
ニ
―
四
行
、
正
釈
部
ー
七
八
九
行
〈
内
、

説
教
ー
六
四
六
行
、
説
話
ー
一
四
三
行
〉
、
施
主
分
部
ー
七
五
八
行
〈
内
、

説
教
ー
五
四
七
行
、
説
話
ー
ニ
―
一
行
〉
）
を
考
慮
に
入
れ
て
一
行
当
り

の
出
現
度
数
を
算
出
す
る
と
、
表
白
部
11
O
・
O
四
七
、
正
釈
部
11
O・ 

0
六
〇
（
説
教
ー

0
・
O
三
四
、
説
話
ー

0
．
一
七
四
）
、
施
主
分
部
11

0
・
O九
五
（
説
教
ー

0
・
O
七
一
、
説
話
ー

0
．
一
五
六
）
と
な
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
表
白
部
の
音
便
出
現
度
数
が
最
も
低
く
、
正
釈
部
、
施
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主
分
部
の
順
に
高
く
な
っ
て
い
る
こ
と
が
判
る
。
ま
た
、
正
釈
部
・
施
主

分
部
と
も
に
、
音
便
の
種
類
に
拘
り
無
く
、
説
教
部
に
比
し
て
説
話
部
に

音
便
形
が
よ
く
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

b
、
形
容
詞
の
音
便
形
の
分
布
状
況

形
容
詞
ク
・
シ
ク
両
活
用
の
イ
音
便
・
ウ
音
便
及
び
カ
リ
活
用
の
撥
音

便
の
分
布
を
調
べ
て
み
た
。

オ
、
イ
音
便
ー
表
白
部
0

〈

O
〉
例
、
正
釈
部
7

〈

5
〉
例
（
説
教
ー

7
〈

3
〉
例
・
説
話
ー

0
〈

2
〉
例
）
、
施
主
分
部
9

〈

25
〉
例
（

説
教
ー

7
〈

16〉
例
・
説
話
ー

2
〈

9
〉
例
）

0
イ
ミ
シ
イ
事
（
三
ニ
ウ
7
)

カ
、
ウ
音
便
ー
表
白
部
2

〈

13
〉
例
、
正
釈
部
26

〈

25
〉
例
（
説
教
ー

24
〈

19
〉
例
・
説
話
ー

2
〈

6
〉
例
）
、
施
主
分
部
62

〈

49
〉
例
（

説
教
ー

41
〈

38
〉
例
・
説
話
ー

21
〈

11〉
例
）

0
ハ
シ
タ
ナ
ウ

(
1
0
五
オ
7
)
、
添
フ
（
四
九
オ
5
)

キ
、
撥
音
便
ー
表
白
部
0

〈

O
〉
例
、
正
釈
部
1

〈

O
〉
例
（
説
教
ー

1
〈

O
〉
例
・
説
話

l
o

〈

O
〉
例
）
、
施
主
分
部
0

〈

0
〉
例
（

説
教
ー

0
〈

O
〉
例
・
説
話
ー

0
〈

O
〉
例
）

0
ア
シ
カ
ン
ヌ
ヘ
キ
（
六
七
ウ
2
)

右
の
内
、
音
便
形
・
非
音
便
形
の
出
現
度
数
の
多
い
ウ
音
便
に
注
目
す

る
と
、
表
白
部
で
は
、
非
音
便
形
一
三
例
に
比
し
て
、
音
便
形
は
二
例
と

劣
勢
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
正
釈
部
で
は
、
非
音
便
形
二
五
例
に
比
し

て
、
音
便
形
二
六
例
と
な
っ
て
お
り
、
施
主
分
部
で
も
、
非
音
便
形
四
九

例
に
対
し
て
、
音
便
形
六
二
例
で
あ
っ
て
、
表
白
部
に
比
べ
て
音
便
形
の

出
現
度
数
の
多
い
こ
と
が
判
明
す
る
。
イ
音
便
及
び
撥
音
便
は
例
数
が
多

く
な
く
、
表
白
部
や
正
釈
部
の
説
話
部
に
は
出
現
し
て
い
な
い
。
ま
た
、

施
主
分
部
で
も
音
便
形
は
総
じ
て
劣
勢
の
よ
う
に
見
え
る
。

以
上
、

a
で
は
動
詞
、

b
で
は
形
容
詞
の
音
便
の
分
布
状
況
を
蜆
察
し

た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
動
詞
の
音
便
形
は
、
表
白
部
よ
り
も
正
釈
部
と
施

主
分
部
の
両
部
の
、
特
に
説
話
部
に
多
く
出
現
し
、
形
容
詞
の
音
便
形
も

こ
の
正
釈
、
施
主
分
の
両
部
に
偏
っ
て
い
て
、
表
白
部
で
は
劣
勢
で
あ
る

こ
と
が
判
っ
た
。
但
し
、
形
容
詞
ウ
音
便
の
場
合
、
正
釈
部
に
お
い
て
は

説
話
部
よ
り
も
説
教
部
に
多
く
使
用
さ
れ
る
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。

⑱
ー
イ
、
文
末
表
現
の
様
相

〔
表
白
部
〕

〇
考
有
為
諸
法
八
如
、
ふ
幻
シ
ノ
如
｀
ん
化
（
平
）
ノ
(
―
ニ
ウ
4
、
二
）

〔
正
釈
部
ー
説
教
〕

ノ
へ

0
ソ
コ
モ
ト
ヲ
委
ク
説
宣
タ
ル
コ
ソ
候
メ
レ
（
三
ニ
ウ
1
、
四
）

〔
施
主
分
部
ー
説
話
〕

〇
昔
佛
在
開
時
抜
（
入
獨
）
祇
（
上
漏
）
國
肴
リ
キ
毘
沙
々
卜
申
ス
悪
鬼
＿
（
七
ニ
ウ

6
、
五
）

右
の
傍
線
部
に
示
し
た
よ
う
な
文
末
文
節
に
注
目
し
て
、
各
~
の
特
徴

を
析
出
し
て
み
た
い
。

各
蔀
の
文
末
は
、
表
白
部
11
一
七
〇
、
正
釈
部
1
1
六
二
五
（
由
i‘

説
教

ー
四
九
八
、
説
話
ー
ー
ニ
七
）
、
施
主
分
部
11
六
四
五
（
内
、
迅
茄
}
ー
四

三
八
、
説
話
ー
ニ

0
七
）
を
数
え
た
。
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表
白
部
の
文
末
に
お
い
て
、
最
も
高
い
度
数
を
示
す
の
は
、
非
敬
語
用

言
一
語
で
一
文
節
を
成
す
も
の
で
あ
っ
て
、
表
白
部
の
総
文
末
の
四

O・

0
％
を
占
め
、
正
釈
部
一
九
•
五
％
、
施
主
分
部
二
五
．0
％
に
比
し
て

高
い
も
の
で
注
目
さ
れ
る
。

一
方
、
正
釈
部
の
文
末
に
あ
っ
て
は
、
文
末
文
節
に
敬
語
を
含
む
も
の

が
一
三
・
六
％
と
、
表
白
部
0
％
に
比
し
て
特
徴
的
で
あ
る
。
施
主
分
部

の
文
末
に
も
、
こ
の
ケ
ー
ス
は
一
五
・
一
％
認
め
ら
れ
、
正
釈
部
と
同
傾

向
を
示
す
。
ま
た
、
特
に
説
教
部
に
お
い
て
特
徴
的
で
あ
る
の
は
、
体
言

＋
断
定
の
助
動
詞
「
ナ
リ
」
の
文
末
文
節
で
あ
り
、
表
白
部
一

O・

六、

正
釈
部
の
説
話
部
五
・
五
、
施
主
分
部
の
説
話
部
六
・
八
に
比
べ
大
き
く

上
回
り
、
正
釈
部
の
説
教
部
で
ニ
―
•
五
、
施
主
分
部
の
説
教
部
で
は
一

一
．
―
-
と
な
っ
て
い
る
。

以
上
の
諸
点
は
、
表
白
部
と
正
釈
部
に
お
い
て
は
、
他
の
表
白
付
説
教

書
と
同
じ
傾
向
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
施
主
分
部
は
正
釈
部
と
共
通
の
特
徴

を
有
す
る
こ
と
を
確
認
し
た
も
の
で
あ
る
。

ー
ロ
、
助
動
詞
の
分
布

『
諸
事
表
白
』
に
使
用
さ
れ
る
す
べ
て
の
助
動
詞
を
対
象
に
、
そ
の
分

布
を
調
べ
て
み
た
。

三
段
の
別
に
気
付
く
こ
と
を
記
す
と
、
ま
ず
、
正
釈
部
・
施
主
分
部
の

両
部
に
用
い
ら
れ
る
完
了
「
ツ
」
、
過
去
「
ケ
リ
」
、
推
量
「
ウ
」
「
メ

リ
」
「
ウ
ズ
」
「
マ
シ
」
、
尊
敬
「
ル
」
「
ラ
ル
」
、
使
役
「
ス
」
、
伝

聞
推
定
「
ナ
リ
」
、
打
消
推
量
「
ジ
」
「
マ
ジ
」
、
過
去
推
量
「
ケ
ム
」

等
の
語
が
、
表
白
部
で
は
使
用
さ
れ
な
い
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
こ
れ
ら

の
多
く
は
漢
文
訓
読
の
場
で
一
般
に
使
用
さ
れ
な
い
も
の
で
あ
る
点
注
目

さ
れ
る
。
と
同
時
に
、
こ
の
こ
と
は
、
表
白
部
に
比
し
て
、
正
釈
部
・
施

主
分
部
の
助
動
詞
は
そ
の
種
類
が
豊
富
で
あ
る
こ
と
も
物
語
っ
て
い
る
。

つ
い
で
、
各
部
の
特
徴
的
な
助
動
詞
を
観
察
す
る
に
、
ま
ず
表
白
部
で

は
、
の
ベ
―
二
二
の
助
動
詞
を
数
え
、
こ
こ
で
は
、
断
定
「
ナ
リ
」
（
ニ

0
•
五
％
）
、
推
量
「
ム
」
(
-
五
・
六
％
）
．
「
ベ
シ
」
（
同
）
、
打

消
「
ズ
」
(
-
四
・
八
％
）
が
よ
く
使
用
さ
れ
る
。

正
釈
部
で
は
、
の
べ
七
六
七
語
を
数
え
、
上
記
の
よ
う
な
表
白
部
に
は

認
め
が
た
い
助
動
詞
が
見
ら
れ
る
。
説
教
部
と
説
話
部
と
の
比
較
に
於
い

て
は
、
説
教
部
に
優
勢
で
あ
る
の
は
断
定
「
ナ
リ
」
（
―
-
六
・
七
％
／
説

話
八
．

0
）
、
推
量
「
メ
リ
」
（
一
・
七
％
／
説
話
O・
六
）
、
伝
聞
推

定
「
ナ
リ
」
（
二
．

0
％
／
説
話
0
)
の
諸
語
で
あ
る
。
逆
に
、
説
話
部

の
方
に
多
く
使
用
さ
れ
る
の
は
、
過
去
「
キ
」
（
二

O・
六
％
／
説
教
三

・
ニ
）
、
「
ケ
リ
」
（
ニ
・
三
％
／
説
教
一
・
七
）
で
あ
る
。

施
主
分
部
で
は
、
の
べ
七
八
七
語
を
数
え
た
が
、
そ
の
特
徴
は
正
釈
部

の
そ
れ
と
共
通
す
る
こ
と
は
先
に
指
摘
し
た
通
り
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
そ

の
内
部
に
お
い
て
も
、
説
教
部
と
説
話
部
と
の
差
異
は
概
ね
一
致
す
る
も

の
で
あ
っ
て
、
説
教
部
に
優
勢
で
あ
る
断
定
「
ナ
リ
」
(
-
三
・
九
％
／

説
話
九
・
六
）
、
推
量
「
メ
リ
」
（
O・
七
％
／
説
話
0
•
四
）
、
伝
聞

推
定
「
ナ
リ
」
(
0
•五
％
／
説
話
0
•
四
）
で
あ
り
、
逆
に
説
話
部
に

偏
る
の
は
過
去
「
キ
」

(
1
0
・
九
％
／
説
教
七
・
三
）
、
「
ケ
リ
」
（

五

・
O
％
／
説
教
ニ
・
七
）
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
助
動
詞
の
分
布
か

ら
観
て
も
、
正
釈
部
と
施
主
分
部
と
の
連
続
性
は
確
認
さ
れ
る
。
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ー
ハ
、
係
結
び
の
分
布

こ
こ
で
も
、
前
稿
と
同
様
、
強
調
を
表
す
係
結
び
の
使
用
状
況
に
絞
っ

て
見
て
み
る
。

『
諸
事
表
白
』
に
お
い
て
強
調
に
係
る
係
助
詞
は
、
「
ゾ
」
「
コ
ソ
」

で
あ
っ
て
、
『
草
案
集
』
と
同
じ
く
「
ナ
ム
」
は
見
え
な
い
。

表
白
部
に
は
、
右
の
う
ち
、
「
ゾ
」
に
よ
る
係
結
び
の
例
が
一
例
指
摘

で
き
る
の
み
（
結
び
は
「
ム
」
）
で
あ
っ
て
、
こ
れ
以
外
の
す
べ
て
が
正

釈
部
と
施
主
分
部
に
集
中
し
て
い
る
。

正
釈
部
で
は
、
特
に
「
コ
ソ
」
に
よ
る
も
の
が
盛
ん
の
よ
う
で
あ
り
、

「
ゾ
」
の
九
例
に
対
し
て
三
八
例
拾
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
内
、
三
五

例
が
説
教
部
に
集
中
し
て
い
る
。
結
び
の
語
と
の
対
応
に
注
目
す
る
と
、

「
コ
ソ
ー
ナ
レ
」

(
1
0例
）
、
「
コ
ソ
ー
メ
レ
」
（
八
例
）
、
「
コ
ソ

ー
侯
へ
」
（
四
例
）
が
特
徴
的
で
あ
る
。

施
主
分
部
で
も
同
様
の
傾
向
を
示
し
、
「
ゾ
」
八
例
に
対
し
て
「
コ
ソ
」

の
使
用
は
三
八
例
を
数
え
る
。
こ
の
う
ち
三
一
一
例
が
説
教
部
に
集
中
し
て

お
り
、
「
コ
ソ
ー
ナ
レ
」
（
四
例
）
、
「
コ
ソ
ー
メ
レ
」
（
四
例
）
、
「

コ
ソ
ー
侯
へ
」
（
九
例
）
、
「
コ
ソ
ー
ケ
メ
」
（
四
例
）
が
多
い
。

0
今
日
顕
彦
像
ヲ
＿
開
眼
テ
之
ヲ
＿
匝
申
シ
此
事
ヲ
＿
御
ス
コ
ゾ
候
ナ
レ
（
七
八
才

7
、
五
）

〇
十
二
年
マ
テ
悲
ン
カ
IJ

ケ
ル
コ
ソ
候
t
(
1
0
ニ
ウ
2
、
七
）

凶
い
わ
ゆ
る
和
文
語
・
漢
文
訓
読
語
の
分
布

前
稿
と
同
じ
く
、
副
詞
、
助
動
詞
・
助
詞
の
類
で
、
和
文
と
漢
文
訓
読

文
と
で
同
義
的
二
形
対
立
を
示
す
語
を
指
標
と
し
て
、
そ
の
分
布
の
状
況

を
調
査
し
て
み
た
。

『
諸
事
表
白
』
も
、
『
草
案
集
』
と
同
様
に
、
次
の
三
群
に
分
け
る
こ

と
が
可
能
の
よ
う
で
あ
る
。

A
、
漢
文
訓
読
語
の
み
使
用
さ
れ
る
ケ
ー
ス

イ
ハ
ム
ヤ
（
表
白
2
例
、
正
釈
・
説
教
12
例
、
施
主
分
・
説
教
18
例、

説
話
1
例
）
ー
ま
さ
に
（
…
む
や
）

0
、
イ
マ
ダ
（
表
白
3
例
、
正
釈
・

説
教
4
例
、
施
主
分
・
説
教
2
例
、
説
話
4
例
）
ー
ま
だ
0
、
シ
キ
リ
ニ

（
施
主
分
・
説
話
1
例
）
ー
し
ば
し
ば

0
、
シ
バ
ラ
ク
（
正
釈
・
説
教
1

例
、
施
主
分
・
説
教
2
例
、
説
話
1
例
）
ー
し
ば
し
ば
0
、
ス
デ
ニ
（
表

白
2
例
、
正
釈
・
説
教
6
例
、
説
話
2
例
、
施
主
分
・
説
教
12
例
、
説
話

6
例
）
ー
は
や
う

0
、
タ
マ
タ
マ
（
表
白
1
例
、
正
釈
・
説
教

1
例
）
ー

た
ま
さ
か
に
0
、
ネ
ガ
ハ
ク
ハ
（
表
白
3
例
、
正
釈
・
説
教
2
例
、
説
話

2
例
、
施
主
分
・
説
教
1
例
、
説
話
6
例
）
、
ミ
ダ
リ
ニ
（
施
主
分
・
説

話
1
例
）
ー
み
だ
り
が
は
し
く

0
、
ヨ
リ
ヨ
リ
（
正
釈
・
説
教

1
例
）
ー

と
き
ど
き
0

B
、
漢
文
訓
読
語
・
和
文
語
の
双
方
が
使
用
さ
れ
る
ケ
ー
ス

ゴ
ト
シ
（
表
白
8
例
、
正
釈
・
説
教
26例
、
説
話
6
例
、
施
主
分
・
説

教
1
0
2
例
、
説
話
31
例
）
ー
や
う
な
り
（
正
釈
・
説
教
6
例
）
、
シ
ム

（
表
白
1
例
、
正
釈
・
説
教
7
例
、
説
話
3
例
、
施
主
分
・
説
教
3
例
、
）

，
ー
す
・
さ
す
（
施
主
分
・
説
教
4
例
、
説
話
1
例
）
、
ザ
ル
・
ザ
レ
（
表

白
4
例
、
正
釈
・
説
教
9
例
、
施
主
分
・
説
教
5
例
、
説
話
1
例
）
ー
ぬ

・
ね
（
正
釈
・
説
教
1
、
説
話
1
例
、
施
主
分
・
説
教
2
例
）
、
ズ
シ
テ

・
形
容
詞
＋
シ
テ
・
ニ
シ
テ
（
表
白
4
例
、
正
釈
・
説
教
10
例
、
説
話
2
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例
、
施
主
分
・
説
教
8
例
、
説
話
7
例
）
ー
で
・
形
容
詞
＋
て
．
に
て
（

正
釈
・
説
教
3
例
、
施
主
分
・
説
教
2
例
）
、
ユ
ヱ
ニ
・
コ
レ
ニ
ョ
リ
テ

（
表
白
4
例
、
正
釈
・
説
教
14
例
、
説
話
1
例
、
施
主
分
・
説
教
7
例、

説
話
1
例
）
ー
さ
れ
ば
（
正
釈
・
説
教
23
例
、
施
主
分
・
説
教
8
例
、
説

話
3
例
）
、
シ
カ
ル
ニ
・
シ
カ
ル
ヲ
（
表
白
3
例
、
正
釈
・
説
教

7
例、

施
主
分
・
説
教
3
例
、
説
話
1
例
）
ー
さ
れ
ど
も
（
正
釈
・
説
教
4
例
）
、

コ
ト
ゴ
ト
ク
（
表
白
2
例
、
正
釈
・
説
教
9
例
、
説
話
4
例
、
施
主
分
・

説
教
3
例
、
説
話
1
例
）
ー
す
べ
て
（
表
白
2
例
、
正
釈
・
説
教
5
例、

施
主
分
・
説
教
2
例
、
説
話
1
例
）
、
ハ
ナ
ハ
ダ
（
正
釈
・
説
話
1
例、

施
主
分
・
説
教
1
例
、
説
話
1
例
）
ー
い
み
じ
く
（
正
釈
・
説
教
6
例、

説
話
2
例
、
施
主
分
・
説
教
4
例
）
、
ホ
ボ
（
表
白
2
例
、
施
主
分
・
説

教
1
例
）
ー
お
ほ
か
た
（
施
主
分
・
説
教
1
例
）
、
ア
ヘ
テ
（
正
釈
・
説

教
1
例
、
施
主
分
・
説
教
2
例
、
説
話
1
例
）
ー
え
…
ず
（
正
釈
・
説
教

4
例
、
施
主
分
・
説
教
4
例
）
、
ス
コ
シ
キ
（
施
主
分
・
説
話
1
例
）
ー

わ
づ
か
（
表
白
1
例
、
正
釈
・
説
教
3
例
、
施
主
分
・
説
話
1
例
）
、
ス

ミ
ヤ
カ
（
表
白
1
例
、
正
釈
・
説
教
1
例
、
施
主
分
・
説
教
6
例
）
ー
は

や
し
（
表
白
2
例
、
施
主
分
・
説
教
6
例
）
．
と
し
（
施
主
分
・
説
話
1

例）
C
、
和
文
語
の
み
が
使
用
さ
れ
る
ケ
ー
ス

ア
ラ
カ
ジ
メ

0
ー
か
ね
て
（
正
釈
・
説
教
1
例
、
施
主
分
・
説
教
2
例）

マ
ス
マ
ス
0
ー
い
よ
い
よ
（
表
白
1
例
、
正
釈
・
説
教
3
例
、
施
主
分

・
説
教
5
例）

右
の
三
群
を
通
観
し
て
ま
ず
知
ら
れ
る
こ
と
は
、
各
部
共
通
し
て
漢
文

訓
読
語
を
多
く
用
い
て
い
る
と
い
う
事
実
で
あ
り
、
概
ね
漢
文
訓
読
脈
を

基
調
と
し
て
い
る
と
見
る
こ
と
が
許
さ
れ
そ
う
で
あ
る
。
そ
し
て
、

B
.

C
両
群
の
分
布
に
注
目
す
る
と
、
い
わ
ゆ
る
和
文
語
が
使
用
さ
れ
る
場
合
、

原
則
と
し
て
表
白
部
に
は
出
現
せ
ず
、
正
釈
部
及
び
施
主
分
部
に
偏
っ
て

使
用
さ
れ
る
状
況
が
看
取
さ
れ
る
。
例
外
的
と
も
見
え
る
表
白
部
の
「
す

べ
て
」
「
わ
づ
か
」
「
は
や
し
」
「
い
よ
い
よ
」
（
注
6
)

の
諸
語
は
和
文
に

特
有
で
漢
文
訓
読
文
に
使
用
さ
れ
な
い
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。

以
上
の
検
討
に
よ
っ
て
も
、
『
草
案
集
』
以
下
の
表
白
付
説
教
書
の
諸

文
献
と
共
通
の
傾
向
性
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

伺
敬
語
表
現

最
後
に
、
敬
語
表
現
の
う
ち
で
、
前
稿
に
お
い
て
、
各
部
の
特
徴
と
し

て
記
述
し
た
諸
点
に
つ
い
て
、
本
文
献
に
お
い
て
も
該
当
す
る
か
否
か
の

検
討
を
行
な
う
。

ま
ず
、

T
寧
語
に
つ
い
て
調
べ
て
み
た
と
こ
ろ
、
「
サ
ブ
ラ
フ
（
候
）
」

ニ
四
0
例
の
す
べ
て
が
正
釈
部
及
び
施
主
分
部
に
用
い
ら
れ
て
い
て
、
表

白
部
に
は
全
く
出
現
し
な
い
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

次
に
、
正
釈
・
施
主
分
の
両
部
の
、
特
に
説
話
部
に
敬
語
の
種
類
が
豊

富
で
あ
る
と
い
う
点
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
や
は
り
本
文
献
で
も
該
当
す

る
も
の
の
よ
う
で
あ
っ
て
、
正
釈
部
に
お
け
る
説
話
部
の
敬
語
に
あ
っ
て

は
尊
敬
に
係
る
「
ノ
タ
マ
フ
」
「
マ
シ
マ
ス
」
、
謙
譲
に
係
る
「
マ
ウ
ヅ
」
、

施
主
分
部
の
説
話
部
に
お
い
て
は
尊
敬
「
ゴ
ラ
ム
（
御
覧
）
ズ
」
、
謙

譲
「
マ
ヰ
ル
」
、
「
マ
ウ
シ
ウ
ク
（
申
請
）
」
の
諸
語
は
、
表
白
部
並
び

に
正
釈
・
施
主
分
部
の
説
教
部
に
は
見
え
な
い
も
の
で
あ
り
、
そ
の
種
類
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が
豊
富
で
あ
る
こ
と
が
判
っ
た
。

四
、
ま
と
め

以
上
、
『
諸
事
表
白
』
を
、
前
稿
で
認
め
た
《
表
白
付
説
教
書
》
の
一

と
し
て
、
そ
の
文
章
構
成
を
把
握
し
、
各
部
の
文
体
的
特
徴
を
解
明
す
る

た
め
に
、
多
角
的
な
視
点
か
ら
観
察
し
た
。

結
果
、
前
稿
に
お
い
て
、
『
草
案
集
』
他
の
文
献
を
対
象
と
し
て
得
ら

れ
た
各
部
の
文
体
的
特
徴
が
、
本
文
献
で
も
共
通
し
て
認
め
ら
れ
る
も
の

で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
表
白
部
と
正
釈
部
に
つ
い
て
は
、
前
稿
に
お

い
て
整
理
し
た
文
体
上
の
諸
特
徴
が
本
文
献
で
も
概
ね
同
じ
傾
向
を
示
す

こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
ま
た
、
『
草
案
集
』
で
は
か
な
ら
ず
し
も
分
明
で

は
な
か
っ
た
施
主
分
部
に
つ
い
て
、
こ
れ
が
本
来
正
釈
部
と
文
体
上
連
続

す
る
も
の
で
あ
ろ
う
と
の
推
測
を
提
示
し
て
お
い
た
が
、
今
回
の
調
査
に

よ
り
、
こ
の
推
測
を
具
体
的
な
施
主
分
部
の
デ
ー
タ
に
よ
っ
て
裏
付
け
る

こ
と
が
で
き
た
よ
う
に
思
う
。

注(
1
)
拙
稿
「
平
安
鎌
倉
時
代
に
お
け
る
諷
誦
文
類
の
収
録
状
況
と
訓
点

に
関
す
る
一
考
察
ー
表
白
文
・
願
文
を
中
心
と
し
て
ー
」
（
『
訓

点
語
と
訓
点
資
料
』
九
四
、
平
成
6
.
9
)

(2)
拙
稿
「
鎌
倉
時
代
に
於
け
る
表
白
付
説
教
書
の
文
章
構
成
と
文
体

」
（
『
国
文
学
孜
』
一
三
四
・
一
三
五
合
併
号
、
平
成
4
.
1
2
)

し
ん
ご

本
学
教
員
]

(3)
小
林
芳
規
「
東
国
所
在
の
院
政
鎌
倉
時
代
二
文
献
の
用
語
」
（
『

方
言
研
究
の
問
題
点
1
平
山
輝
男
博
士
還
暦
記
念
会
ー
』
昭
和
45

•
明
治
書
院
）

同
『
中
世
片
仮
名
文
の
国
語
史
的
研
究
』
（
『
広
島
大
学
文
学
部

紀
要
』
特
輯
号
三
、
昭
和
4
6
.
3
)

(4)
渡
邊
綱
也
『
沙
石
集
』
（
岩
波
古
典
文
学
大
系
85)
校
注
（
二
六

0
頁
頭
注
）
で
は
「
施
主
段
は
、
法
会
で
読
む
願
文
に
お
い
て
、

施
主
の
願
意
を
述
べ
る
部
分
を
い
い
、
施
主
分
は
、
法
会
に
施
主

の
功
徳
を
述
べ
る
部
分
を
い
う
」
と
さ
れ
、
別
の
も
の
で
あ
る
と

の
見
解
を
示
さ
れ
る
が
、
施
主
段
は
『
法
則
集
』
に
い
う
よ
う
に

表
白
や
正
釈
と
並
ぶ
レ
ベ
ル
の
も
の
で
あ
っ
て
、
『
諸
事
表
白
』

の
「
施
主
分
」
の
内
容
か
ら
推
し
て
も
施
主
分
は
施
主
段
の
特
立

強
調
さ
れ
た
も
の
と
理
解
す
る
こ
と
が
妥
当
と
考
え
ら
れ
る
。
因

み
に
『
沙
石
集
』
で
は
、
巻
六
（
一
）
の
標
題
、
梵
舜
本
で
は
「

施
主
段
」
、
米
沢
本
・
北
野
家
本
で
は
「
施
主
分
」
に
作
る
。

(5)
拙
稿
「
日
光
輪
王
寺
蔵
諸
事
表
白
の
成
立
に
つ
い
て
」
（
『
国
文

学
孜
』
一
四
九
、
平
成
8
.
3
)

(6)
船
城
俊
太
郎
「
今
昔
物
語
集
の
「
弥
ョ
」
を
め
ぐ
っ
て
（
一
）
（

二
）
」
（
『
国
語
学
』
一
三
五
、
一
三
六
、
昭
和

57.12、
昭
和

5
8
.
3
)
 

[
や
ま
も
と
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